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６月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成25年 第２回定例会

平成25年第２回定例会が、６月４日から６月21日までの18日
間の会期で開催されました。今定例会でも、一部の案件以外につ
いては委員会付託をせず、『本会議中心主義』により審議を行い
ました。また、６月６日、７日の２日間において一般質問（後頁
P７～９）を行いました。

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、｢

市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議｣

を
設
置

す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
45
号

か
す
み
が
う
ら
市
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

改
良
土
に
よ
る
埋
立
て
等
を
規
制

し
、
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
46
号

か
す
み
が
う
ら
市
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

図
書
館
司
書
の
増
員
、並
び
に
ハ
ー

ト
フ
ル
相
談
員
の
配
置
に
要
す
る

費
用
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
し
た
光
を
そ
そ
ぐ

交
付
金
基
金
が
、
所
期
の
目
的
を

達
成
し
た
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
47
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
〉

▼
▼  

議
案
第
42
号

か
す
み
が
う
ら
市
長
等
政
治
倫
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
が
、

市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
市

政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
に
応

え
、
健
全
な
る
市
政
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
43
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
倫
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
確
立

及
び
保
持
に
資
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
職
務
執
行

の
公
平
さ
に
対
す
る
市
民
の
疑
惑
や

不
信
を
招
く
行
為
の
防
止
を
図
り
、

公
務
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た

に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
44
号

か
す
み
が
う
ら
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
77
条

▼
▼  

報
告
第
２
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

▼
▼  

報
告
第
３
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

▼
▼  

報
告
第
４
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
土
地

開
発
公
社
事
業
決
算
に
つ
い
て

▼
▼  

報
告
第
５
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
土
地

開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て

▼
▼  

報
告
第
６
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

〈
工
作
物
撤
去
土
地
明
渡
請
求
に
係

る
訴
え
の
提
起
〉

▼
▼  

承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

〈
か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
〉

▼
▼  

承
認
第
２
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

〈
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

承　
認

承　
認

継
続
審
査

継
続
審
査

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果
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▼
▼  

請
願
第
１
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
請
願

主
な
内
容
は
、
私
立
保
育
所
事
業

に
係
る
補
助
金
、
千
代
田
地
区
防

災
無
線
整
備
工
事
費
等
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  
議
案
第
48
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼
▼  

議
案
第
49
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
50
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
51
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
52
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
53
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
54
号

千
代
田
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
55
号

千
代
田
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
56
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

大
人
の
風
疹
予
防
接
種
費
助
成
に

係
る
補
助
金
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。

▼
▼  

議
案
第
57
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
　

中　

島　

和　

彦
（
下
志
筑
）

　
　

平
成
25
年
６
月
21
日　

同
意

▼
▼  

議
案
第
58
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
　

飯　

村　

惠　

子
（
戸　

崎
）

　
　

平
成
25
年
６
月
21
日　

同
意

▼
▼  

議
長
発
議

『
政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会
』

の
設
置
に
つ
い
て

　
　

委
員
長
：
加　

固　

豊　

治

　
　

副
委
員
長
：
小
松
﨑　
　
　

誠

▼
▼  

選
挙
第
６
号

か
す
み
が
う
ら
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
選
挙

　
　

清　

水　

見　

龍
（
中
志
筑
）

　
　

君　

山　

充　

彦
（
上
稲
吉
）

　
　

田　

中　

伸　

一
（
上
土
田
）

　
　

斉　

藤　

二
三
子
（
田　

伏
）

　
　

平
成
25
年
６
月
21
日　

当
選

▼
▼  

選
挙
第
７
号

か
す
み
が
う
ら
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
補
充
員
の
選
挙

　
　

福　

田　

与
兵
衛
（
牛　

渡
）

　
　

都　

賀　

久
美
子
（
雪　

入
）

　
　

関　

口　
　
　

修
（
牛　

渡
）

　
　

梁　

田　

克　

郎
（
五
反
田
）

　
　

平
成
25
年
６
月
21
日　

当
選

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

可　
決

可　
決

同　
意

同　
意

撤
回
承
認

可　
決

不
採
択

当　
選

当　
選

決　
定

決　
定

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

永
年
勤
続
で
表
彰

永
年
勤
続
で
表
彰

正
副
議
長
（
４
年
以
上
）

正
副
議
長
（
４
年
以
上
）

　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
議
会
議
員
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
発
展
と
市
政
の
向
上
に
貢
献

し
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
○
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
　
　
　

廣　

瀬　

義　

彰

　
　
　
　
　

山　

内　

庄
兵
衛

　
　
　
　
　

栗　

山　

千　

勝

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例

会
に
お
い
て
、
４
年
以
上
市
議

会
正
副
議
長
職
に
あ
っ
た
も
の

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
　
　
　

小
座
野　

定　

信
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６月定例会議案質疑

６月定例会における主な議案質疑
議案第44号
かすみがうら市子ども・子育て会議条例の制定について

議案第45号
かすみがうら市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

子ども・子育て会議は、市での設置は法律で努力義務としている。どうしても設
置しなければならないとの考えか。

認定子ども園は、保護者が園に直接入園を申し込む直接契約方式で、保育料も園
ごとに自由に設定できてしまう。これでは、市が関与しなくなるのではないか。

保育所民営化に係る一般質問の答弁で、市長は、役所にとってお金も手間もかか
らないと答弁している。児童福祉法第２４条の市町村の保育実施義務を放棄した
ような発言ではないのか。

土砂等による土地の埋立て等の規制については、これまでの条例には、改良土の
規定がない。また、500平方メートル未満の、改良土での埋立て等においても許
可の必要はなかった。改正後はこれらが該当となるが、なぜ改正が必要となった
のか。

これまでの改良土による埋立ての状況は、把握
しているのか。

5000平方メートル以上の土地は、県の許可と
なる。県では改良土は規制に含まれておらず、今回の改正により、市の規制の方
が厳しくなる。どのような対応になるのか伺う。

子ども・子育て支援計画を策定していくにあたり、会議の構成委員からの意見を
反映させるため、設置する考えです。

保育料については、市が園に情報等を提供して金額を設定していただくことで考
えております。

民間で運営する保育所も保育事業の一環です。放棄したのではなく公立による保
育所運営の煩雑さを、民間でできるものは民間で運営してもらうとの考えです。

平成24年度に、500平方メートル未満の土地で改良土と思われる埋立て行為があ
りました。検査の結果、有害物質は基準値以内でしたが、イオン濃度で強アルカ
リ性が示されました。植生に影響が出ること等が懸念されますので改正するもの
です。

平成18年度から平成24年度において、霞ヶ浦地
区が11件、千代田地区が４件です。

県から市に意見を求めることとなっております。その際、市条例の規制に基づい
た意見を付して回答することにより、県ではその意見に添って対応いただくこと
となっております。
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議案第47号
平成25年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）

セーフティネット支援対策等事業費補助金について、内容を伺う。

消防車両整備事業における、消防自動車購入の必要性と内容について伺う。

働く女性の家の敷地内には、外灯
が４基設置されております。３月
に発生した突風により１基が倒壊
してしまいました。この修繕に係
る費用として計上しました。なお、
今回の修繕ではＬＥＤライトに機
種を変更して設置をいたします。

働く女性の家管理事業における、
修繕料の内容について伺う。

千代田地区への整備については、平成24年
度に国の補助金を活用して21基の整備をい
たしました。平成25年度当初予算では10基
分を計上しておりましたが、防災無線整備
事業が国の緊急防災・減災事業の対象と
なったことから、16基分の増額補正をお願
いするものです。

防災無線整備事業における、千代田地区防
災無線整備工事の内容について伺う。

生活保護法の改正が、８月に予定されております。改正に伴い扶助費等の見直し
が行われることから、現在使用しているパソコンのソフトウエア改修が必要とな
ります。その改修費用の補助金でありまして、補助率100％となっております。

東消防署に配置していた消防ポンプ自動車の更新を行うものです。更新する車両
は20年を経過しており、老朽化していることから、防衛施設周辺民生安定施設整
備事業補助金を受け更新整備するものです。

▲東消防署

▲防災無線（千代田地区）

▲働く女性の家
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委  員  会  活  動

▲市道認定箇所の現地調査
　【下稲吉地内】

▲市立さくら保育所

産
業
建
設
委
員
会

付 

託 

案 

件

調 

査 

内 

容

調 
査 

内 

容

●
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
（
議
案
第
51
号
）

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
52
号
）

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
53
号
）

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

（
請
願
第
1
号
）

●
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
・
地
域
再
生
計
画
（
道
整
備
交
付
金
）
に
つ
い
て

●
農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
項

　
・
平
成
25
年
４
月
23
日
発
生
の
遅
霜
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
つ
い
て

●
環
境
衛
生
及
び
公
害
に
関
す
る
事
項

　
・
か
す
み
が
う
ら
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項

●
環
境
衛
生
及
び
公
害
に
関
す
る
事
項

●
道
路
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項

（
５
月
21
日
開
催
）

（
７
月
12
日
開
催
）

（
６
月
11
日
、
19
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

文
教
厚
生
委
員
会

調 
査 
内 
容

調 

査 

内 

容

●
文
教
厚
生
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項

　
・
保
育
所
の
民
設
民
営
化
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
及
び
国
民
年
金
に
関
す
る
事
項

　
・
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
つ
い
て

●
障
害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
医
療
福
祉
に
関
す

る
事
項

　
・
敬
老
祝
金
に
つ
い
て

（
５
月
８
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

（
５
月
20
日
開
催
）
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一  般  質  問

　
　
放
射
能
検
出
に
伴
い
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
食
品
が
、
販
売
目
的
で
な

い
も
の
は
個
人
的
に
出
回
っ
て
お
り
、
内
部
被
ば
く
が
心
配
さ
れ
る
。
例
え

ば
タ
ケ
ノ
コ
や
椎
茸
な
ど
の
山
野
草
等
で
あ
る
。
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
生

産
者
に
限
定
せ
ず
、
市
民
が
持
ち
込
む
食
品
も
、
放
射
能
検
査
が
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
測
定
器
を
導
入
し
た
当
時
は
、
混
ん
で
い
た
た
め
に
生
産

者
を
優
先
し
て
測
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
が
過
ぎ
た

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
持
ち
込
ま
れ
る
物
に
つ
い
て
は
「
贈
答
品
」
だ

ろ
う
が
「
自
分
が
遊
び
で
採
っ
て
き
た
物
」
で
あ
ろ
う
が
、
食
べ
る
の
が
心

配
で
あ
れ
ば
検
査
で
き
る
よ
う
に
改
め
ま
す
。

　
　
向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
の
、さ
ら
な
る
税
金
投
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
現
在
、
保
留
地
の
販
売
も
全
て
終
了
し
、
認
可
期
間
も
本

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
組
合
は
解
散
に
向
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

経
済
事
情
の
悪
化
等
に
よ
り
最
終
負
債
額
が
増
大
し
、
理
事
及
び
組
合
員
で

の
対
応
が
、
極
め
て
難
し
い
状
況
で
す
。
議
長
と
市
長
宛
に
、
組
合
理
事
長

名
で
解
散
に
向
け
た
助
成
の
要
望
書
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
議
会
側
と
も
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人

佐藤　文雄

議員

議員

原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は

食
品
の
放
射
性
物
質
残
留
検
査
機
器
の
有
効
活
用
を

太
陽
光
発
電
事
業
者
と
用
地
提
供
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
等
を
実
施

心
配
な
場
合
は
生
産
者
に
限
定
せ
ず

対
応
す
る
よ
う
改
め
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

「
非
核
脱
原
発
平
和
都
市
宣
言
」
に
よ
り
今
後
、
原
子
力
発
電

に
代
わ
る
代
替
え
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
考
え
と
取
り
組
み
に
つ
い

てＴ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
本
市
農
業
へ
の
影
響
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て

質　
問　
事　
項

１２

　
　
市
長
は
、
非
核
脱
原
発
宣
言
に
よ
り
、
原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
と
の
こ
と
。
原
子
力
に
か
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
は
相
当

な
覚
悟
と
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
利
用
を
目
指
し
、
太
陽
光

発
電
事
業
者
と
用
地
提
供
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
初
め
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
が
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
の
策
定
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
の
こ
と
か
ら
、
公
募
に
応
募

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
就
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

と
い
っ
た
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
参
加
す
る
こ
と

も
正
式
に
認
め
ら
れ
危
機
的
な
状
態
に
あ
る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
ど
ん
な
構
想
を
持
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
有
無
に
よ
ら
ず
日
本
の
農
業
体
質
の
強
化

は
急
務
と
考
え
ま
す
。
国
は
、
六
次
産
業
化
を
含
め
た
農
業
・
農
村
全
体
の

所
得
を
倍
増
す
る
と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
政
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
近
隣
市
や

県
な
ど
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、
目
標
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲放射性残留放射能検査機器

▲ソーラーパネル

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
課
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
行
き
止
ま
り
道
路
）

国
民
健
康
保
険
を
命
と
健
康
を
守
る
制
度
に

公
共
下
水
道
の
問
題
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
（
防
犯
灯
と
生
活
道
路
）
に
つ
い
て

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５６７８
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学
校
統
廃
合
に
よ
り
通
学
距
離
が
遠
く
な
る
児
童
生
徒
へ
の
対
策
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
対
応
と
の
こ
と
。
放
課
後
や
休
日
の
部
活
動
も
あ
る

が
、
バ
ス
の
運
行
方
法
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
部
活
動
参
加
の
有
無
で
、
生
徒
の
下
校
時
間
は
違
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
先
進
事
例
で
は
下
校
時
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

２
便
の
運
行
と
し
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
事
例
を
踏
ま
え
、
統
合
委

員
会
で
調
整
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
の
運
行

に
つ
い
て
も
、
部
活
動
の
実
施
状
況
や
生
徒
の
参
加
状
況
、
保
護
者
の
意
向

な
ど
を
含
め
て
、
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
宇
治
市
で
は
空
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る
条
例
が
あ
る
。
内
容

は
、
空
き
地
が
不
良
状
態
の
場
合
、
市
長
は
指
導
・
助
言
を
し
、
従
わ
な
い

と
き
に
は
措
置
命
令
が
出
せ
、
実
行
し
な
い
場
合
に
は
代
執
行
も
で
き
る
。

市
の
環
境
美
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
参
考
と
し
て
条

例
の
制
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
現
在
は
、
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
に
従
い
、
所
有

者
や
管
理
者
に
対
し
、
文
書
に
よ
る
助
言
、
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
所
在
不
明
や
管
理
者
に
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
条
例
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
状
況
に
よ
り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

田谷　文子

小松﨑　誠

議員

議員

小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
と
の
十
分
な
議
論
と
合
意
は

学
校
統
廃
合
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
方
法
は

平
成
24
年
度
の
地
域
説
明
会
で

必
要
性
は
理
解
い
た
だ
け
た
と
の
認
識

今
後
、
統
合
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
く
考
え
で
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
小
規
模
小
中
学
校
が
際
立
つ
中
、
十
分
な
教
育
成
果
を
上
げ
る
た
め
の

改
革
や
、
行
政
上
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
も
英
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
議
論
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
十
分
な
議
論
と
合
意
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
平
成
24
年
度
に
地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
指

摘
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
統
廃
合
の
必
要
性
は
理
解
い
た
だ
け
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
計
画
の
実
施
に
当
た
り
、
今
後
は
、
保
護
者
代
表
、
地
元

区
長
、
学
校
運
営
協
力
員
な
ど
、
地
域
の
代
表
を
含
め
た
統
合
委
員
会
で
検

討
を
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
、
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
医
療
費
総
額
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
り
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
削
減
し
て
い
く
た
め
の
考
え
を
、お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
市
民
部
長　
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
は
、
医
療
費
削
減
は
困
難

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
に
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
受
診
者
が
生
活
習
慣

の
改
善
を
し
、
医
療
費
の
適
正
化
が
図
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
医

療
費
削
減
も
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宅
地
周
辺
に
お
け
る
民
有
地
の
空
き
地
に
つ
い
て

小
中
学
校
統
廃
合
の
住
民
へ
の
説
明
責
任
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て

市
民
が
心
配
す
る
保
育
所
の
民
設
民
営
化
に
つ
い
て
問
う

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
選
挙
に
つ
い
て

復
旧
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

市
町
村
の
合
併
つ
い
て

住
居
表
示
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
つ
い
て

市
政
一
般
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５６ ２

２３４５

▲南中学校
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妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
疹
に
か
か
る
と
、
胎
児
が
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
を
も
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
今
後
の
風
疹
予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
全
国
的
に
風
疹
が
流
行
し
て
い
る
中
、
５
月
末
現
在
で
、

県
内
21
市
町
村
が
助
成
を
開
始
あ
る
い
は
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
当
市
で

も
、
風
疹
か
ら
妊
婦
を
守
る
た
め
に
積
極
的
に
予
防
接
種
を
勧
奨
す
る
と
と

も
に
、予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
向
け
具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
お
り
、

関
連
す
る
補
正
予
算
を
今
定
例
会
に
追
加
提
案
す
る
考
え
で
す
。

　
　
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
を
背
景
に
、所
有
者
の
管
理
が
不
十
分
な
ま
ま
、

長
年
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
た
空
き
家
等
が
増
加
し
て
い
る
。
老
朽
化
に
よ
る

倒
壊
の
危
険
や
犯
罪
の
温
床
と
な
る
恐
れ
も
あ
る
。所
有
者
の
責
務
を
定
め
、

必
要
に
応
じ
て
指
導
を
行
え
る
等
を
規
定
し
た
空
き
家
条
例
が
必
要
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
総
務
部
長　
空
き
家
条
例
は
、
つ
く
ば
市
、
笠
間
市
等
で
制
定
を
さ
れ

て
お
り
、
代
執
行
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
当
市
で

の
現
在
の
対
応
は
、
苦
情
等
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
所
有
者
に
文
書
で
対
応
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
強
制
力
が
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
な
か

な
か
問
題
解
決
に
至
ら
な
い
の
が
実
情
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
条

例
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

加固　豊治

中根　光男

議員

議員

交
通
量
が
増
え
た
国
道
３
５
４
号
線
の
今
後
の
歩
道
整
備
は

風
疹
予
防
接
種
費
用
に
助
成
の
考
え
は

県
は
Ｈ
26
年
度
完
了
を
目
標
に

　
　
　
　
　

用
地
取
得
に
努
め
整
備
推
進

具
体
的
な
準
備
は
進
め
て
お
り
、

　
　
　
　
　

関
連
予
算
を
追
加
提
案
し
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

観
光
帆
引
き
船
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

　
　
国
道
３
５
４
号
線
は
、
霞
ヶ
浦
大
橋
の
無
料
化
に
伴
い
大
型
車
の
台
数

も
増
え
て
い
る
。
北
中
入
口
か
ら
筑
波
銀
行
ま
で
の
区
間
は
、
歩
道
が
な
い

部
分
も
あ
り
、
父
兄
か
ら
は
非
常
に
不
安
と
の
話
が
あ
る
。
県
土
木
事
務
所

等
へ
の
整
備
要
望
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
土
木
部
長　
歩
道
未
整
備
区
間
の
整
備
要
望
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。
県

で
は
、
生
活
に
密
接
に
関
連
す
る
道
路
の
歩
道
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て
お

り
、
引
き
続
き
事
業
用
地
の
取
得
に
努
め
、
平
成
26
年
度
の
完
了
を
目
標
に

整
備
を
推
進
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
霞
ヶ
浦
を
華
麗
か
つ
勇
壮
に
帆
走
し
て
い
る
帆
引
き
船
は
、
今
や
重
要

な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
帆
引
き
船
の
保
存
、
後
継
者
の
育
成
、
文
化

財
と
し
て
の
位
置
づ
け
等
、
今
後
の
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
観
光
開
発
や
運
転
操
業
を
継
続

す
る
体
制
づ
く
り
が
今
や
急
務
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
漁
具
が
市

の
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
漁
法
そ
の
も
の
を

保
存
継
承
す
る
た
め
、
今
後
は
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
の
指
定
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
関
係
者

が
連
携
し
た
保
存
会
設
立
の
取
り
組
み
も
必
要
で

あ
る
と
の
認
識
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲観光帆引き船

空
き
家
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
読
書
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｐ
Ｍ
２・５
独
自
観
測
に
つ
い
て

風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成
、
実
施
に
つ
い
て

徒
歩
通
学
の
安
全
対
策
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

自
治
体
が
防
災
、
復
興
計
画
に
女
性
の
視
点
で
反
映
さ
せ
る
た

め
の
政
府
指
針
案
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項
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東
海
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え
て

国
や
各
自
治
体
で
は
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
の
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
で
も
災
害
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
準
備
が

大
切
で
す
。
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
決
め

て
お
い
た
り
、
家
の
内
外
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、

災
害
に
備
え
て
家
庭
防
災
会
議
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
中
根　
光
男

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

●
５
月
●

　

８
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

15
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

17
日　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

20
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

21
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

22
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

28
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
６
月
●

　

６
月
４
日
～
６
月
21
日

　
　
　
　

第
２
回
定
例
会

　

４
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

11
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

12
日　

政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会

　

19
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会

　

21
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
10
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

豆辞典 選挙管理委員選挙管理委員 とはとは？？
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
の
こ
と
を
い

う
。
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
執
行
機
関
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
委
員
会
の
一
つ
で
、
４
人
の
選

挙
管
理
委
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
。
こ

の
、
選
挙
管
理
委
員
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
者
で
、
人
格
が
高
潔
で
、
政
治
及
び
選

挙
に
関
し
公
正
な
識
見
を
有
す
る
も
の
の

う
ち
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
が
同

数
の
補
充
員
と
と
も
に
選
挙
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
任
期
は
４
年
で
あ
る
。

委
員
は
、
議
会
議
員
及
び
長
と
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
選
挙
運
動
を

す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
守
秘
義
務
も
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
選
挙
、
投
票
又

は
国
民
審
査
に
関
す
る
罪
を
犯
し
、
刑
に

処
せ
ら
れ
た
者
は
委
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
の
職
務
に
関
し
て
の
請
負
関
係

を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

●
７
月
●

　

１
日
～
２
日

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修

　

12
日　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会

　

18
日
～
19
日

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
管
外
行
政
調

査

　

23
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
財
政
委

員
会

　

25
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

29
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

　

31
日　

政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会

●
８
月
●

　

１
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

（5月8日〜8月1日まで）


